
鈍 行 列 車 で 思 つ た こ と

0期 田村 昭夫

恒例の春の小屋酒場からの帰路、長岡の長女

の処に寄つてから、鈍行列車に乗り継ぎ、小出

経由で会津若松に帰つてきた。

新車両二台.前の車両には私を含めて五人、

後の車両には日経集団が十二、二人.やがて前

の車両は私一人の貸切となつた。

窓の外は深緑と残雪の風景.贅沢とはこのこ

とを云う。年金生活者の一人旅には理想的設定

である。ここに最愛の夫に先立たれた傷心の一

人旅の美しい女 (ひ と)が乗り込んでくれれば

天国である….

しかし、現実は苛酷である.どやどや乗り込

んできたのは、茶髪、顔黒の痴呆高校生達。彼

らの品性の下劣さときたら表現の域を越えてい

る。彼らの先生と思しき二人が「年々生徒の質

が低下してきますね」と話していた。

日本は滅びた。日本を減ばしたのは議か.男

連である.大切な吾子の教育を、愚かなカミさ

んと、低能な学校の先公にまかせた男達に責任

がある。

女が稼ぎ、男がヒモとして家にあり、子供の

躾教育をするのが本来あるべき姿である.一億

総サラリーマン化した昭和三十年代に、今日の

減亡した社会の萌芽を見る.

拝啓

先日は大変お世話様になりました.山 に居る

時だけが、幸せな気分になれます。ベルクハイ

ムの下にテントを張つていた「コピキ塗装Jの

社長との語らいが今回の収穫の一つでした。

別紙原稿の文章で「低能な先公」は「低脳な

先公」のあやまりです。お詫びして訂正させて

いただきます。

自山南竜でお会いできるのが楽しみです.そ
れまで左ヒザを直 しておきます。   敬具

和ヘヨミ  Jヒ 腱奎 ナ:ヽlニユ フに ■諄

0期 田村 昭夫

(工学部の同窓会誌に投稿したものに、改善を

加えたものです。 )

北陸地方の大学は州立一校で充分である。国

立や私立大学はもはや不用である。

北陸州立大学の本部を金沢に置き、医学部、

文学部、理学部は金沢大が引き継ぐ。薬学部、

経済学部は自山大が引き継ぐ (※ 1)。 ェ学部

部、法学部を福井大が引き継ぐ (※ 2)。 教育

学部は各県立とする.各地域の伝統と特色を生

かすとこの様な配分になるが、如何なものか。

現在進行中である角同地区への工学部、薬学

部の移転を中止して、前者を福井へ、後者を富

山へ移す。北陸先喘技術大学院大学は現在の辰

ノロで国立のままで良い。又学生の数は今の半

分で良い。そして、社会人を受け入れる開かれ

た大学にする。

大学人は角間に籠らず、香林坊に出没すべし

.公開講座は片町、香林坊で行う。少子化がさ

らに進み、生涯教育が叫ばれる昨今、教育改革

は急がねばなるまい。

古来金沢は天下の書府として世間に広く知ら

れてきた。日本の教育改革は金沢から起きて当

然である。

以上が私案であるが、これを叩き台として、

議論の輸が広がれば幸甚である。

※ 1 富山に薬学と経済学を置く理由…古来

越中は売薬を通 して情報収集と蓄財の才

にたける。

※2 福井に工学と法学を置く理由…古来、

越前は織物工業の盛んな地であり、明治

憲法の元となった「五ケ条の誓文」の草

案を作つたのが、越前藩士由利公正であ

る。

付記)私大、短大を一般教養部に改組。

一般教養部の復活 (志望学生全員入学)

金沢美工大を芸術学部に改組する。

一般学生は全寮制とする。

社会人は専門学部へ入学さす。
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大学の概要
沿革

♯然

`直

然

(B召 和39)(1964)(平成 8年 3月 廃止)

平成 8年度から「教養教育機構_(学内措置)

大学院自然科学研究科

に改組のため平成 9年

度から学生募集を停止

で教養教育を実施

壌市輩震詮軍絲斃キlT
ら名称変更

多ム慾

大学院 自然科学研究科

(昭和62)

(昭和24)(1949)

(昭和42年がん研究所に改組)

L_____J蹴
雰

短期大学部 鉛

|

醜射下

ヽ

１

／

大学院文学研究科

(昭和47)
第四高等学校

(明治27)

(1894)

大学院散育学研究科

(昭和57)

教 育 学 部

(昭和24)
(昭和24)(1949)

(昭和55年文学部,法学

部,経済学部に改組 )

(平成元年3月 廃止 )

大学院法学研究科

(昭和46)

法 学 部

(昭和55)

大学院経済学研究科

(昭和59)

経 済 学 部

(昭和55)

大学院理学研究科

(昭和38)

理 学 部

(日召澤日24)

大学院医学系研究科

(昭和30)

医 学 部

(昭和24)

附属 病 院

(昭和24)

薬 学 部

(昭和24)金沢大学

工 学 部

(昭和24)

(大正 12)

大学院社会環境科学研究科

(平成 5)

がん研究所

(昭千142)

附属図書館

(昭和24)

金沢大学歴代学長一覧      (在 任期間)

初 代  戸 田 正 三  (1949922～ 1961921)

第 2代  石 橋 雅 義 (1961922γ 1967.9.21)

第 3代  中 川 善之助  (19679.22-1973.9.21)
第 4代  豊 田 文 一  (1973.922～ 19799.21)

第 5代  金 子 曾 政  (19799.22～ 1985.9.21)

第 6代  本 陣 良 平  (1985.9.22-1989921)
第 7代  青 野 茂 行 (1989.922～ 19939.21)

第 8代  岡 田   晃  (1993922～ 1999921)

第 9代  林   勇二郎  (1999922■_   ^)

→渦杯

部学

晰
文
昭
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金 大 WV同 巣 会

人 材 派 遣

3期の西尾氏は小松製作所 (現在コマツ)を
退職後、コンサルタント業で多忙である由.毎
日を如何に過ごすかで腐心する私にとっては、

誠にうらやましい限りである。

そこで提案したい。各界のエキスパー トを擁

する金大WV同巣会は非営利団体 (NPO)と
して名乗 り出る。同巣会員は全員、各自の得意

とする分野をワングルホームベージに載せる。

宮沢賢治の「雨ニモマケズ」の様に、困つてい

る人達がいたら、世界中何処でもすぐに飛んで

行く、お助け鳥集団.

私の例で恐縮であるが…。

田村 昭夫 1936年 8月 28日 生まれ

(専門) プラスチック成形加工

(趣味) 山野紡径 宇自論

(運転免許)な し

(パ ソコン操作)不可

(連絡先)〒 965-0031

会津若松市相生町4-15
11  日Ⅸ  0242-22-0506

こ1の 国 を 減 tt誓 す 司Ь の

0期 田村 昭夫

先日、地元会津大学で、世界各国から来てい

る外人教授達による「わが母国の教育について

」のパネルディスカッションが行われた。

各国共通なのは、「子供の仕付けは父親の役

割」であること。翻って、日本の仕付け役は母

親。

「わかった !」 会津藩の掟にある、「婦女子

の言は間くべからず」の真意がやっと解った。

思春期の男の子の心身に荒れすさぶ嵐を、母

親は絶対にわからない。それがわかるのは、嵐

の経験者である父親だけである。息子が―人前

になろうとする最も大切な時、単身赴任とやら

で父親が家を離れたらどうなるか、云わずもが

なである。又、例え家に居たにしても、働き蜂

に成 り下がって、息子との対話がなく、 PTA
は母親任せでは、父親失格である。

しかり。この国を亡ぼすのは、サラリーマン

親父である。仕事仕事と云って会社イノチで生

きてきても、会社では忠誠心だけである。無能

な高給取りはもはや不用なのである。

サラリーマン諸君 !も ういいから大切な家庭

に帰ってくれ !そ して貧しくてもいいから自立

した姿を家族や息子に見せてやっていただきた

い。

議 考L丁■
‐
ミミ

:/r

／

ｒ

／

鐸
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p.89～ 92は 、「自然人」 (橋本確文堂)NO.51、 2000年 4月 1日 号の
転載ですらp.92か らお読み下さい。

筆者 栂 典雅は19期OB

某
広
葉
樹
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
、
高
山
帯
で
は
同
様
に

ハ
イ
マ
ツ
や
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
内
根
内
を
伴
う
樹
種
で
あ

２●
。高

山
帯
に
お
け
る
キ
ノ
コ
調
査
は
、
全
国
的
に

も
ほ
と
ん
ど
例
が
な
く
、
本
県
で
も
ま
だ
、
緒
に

付
い
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
こ
の
地
帯
で
は
菌
根

菌
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

っ
て
き
た

（表

１
）
。
ま
た
、
高
山
帯
に
特
有
と
思
わ
れ
る
ハ
ク

サ
ン
ア
カ
ネ

ハ
ツ

（仮
称
）
や
イ
ロ
ガ
ワ
リ
キ
イ

ロ
ハ
ツ

（仮
称
）
、
北
欧
に
生
育
す
る
と
さ
れ
る

ア
カ
キ
ヒ
ダ
タ
ケ

（仮
称
）
と
い
っ
た
新

（産
）

種
が
多
く
見
つ
か
っ
て
い
る
。
反
面
、
山
地
帯
の

キ
タ
ゴ
ヨ
ウ
か
ら
高
山
帯
の
ハ
イ
マ
ツ
ま
で
、　
い

わ
ゆ
る
五
葉
松
と
共
生
す
る
ゴ
ヨ
ウ
イ
グ
チ
や
べ

ニ
ハ
ナ
イ
グ
チ
、
平
地
か
ら
広
く
分
布
す
る
ヌ
メ

リ
イ
グ
チ
な
ど
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

一
般
に
、
標
高
が
高
く
な
る
ほ
ど
ｌ‐
崚
の
栄
養

分
は
乏
し
く
、
温
度
や
水
分
の
条
件
か
ら
も
植
物

の
生
育
に
は
厳
し
い
環
境
と
言
え
る
。
そ
う
い
う

場
所
に
生
育
す
る
樹
本
に
と
っ
て
は
、
菌
根
菌
の

働
き
は
よ
り
大
き
な
も
の
が
あ
り
、
菌
根
菌
は
壊

れ
や
す
い
高
山
帯
の
生
態
系
を
地
下
で
文
え
る
力

持
ち
と
言
え
よ
う
。

兼
六
園
と
キ
ノ
コ
た
ち

兼
六
園
に
キ
ノ
コ
は
似
合
わ
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
実
は
関
係
お
お
あ
り
な
の
で
あ

る
。
同
園
の
庭
師
で
あ

っ
た
故
南
多
喜
男
氏

の
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
国
内
で
見

つ
か
っ
た
キ
ノ
コ
は
二
百
二
十
六
種
類
に
お

よ
び
、
中
に
は
ケ
ン
ロ
ク
エ
ン
ク
ギ
タ
ケ
（仮

称
）
や
ブ
ド
ウ
ヤ
マ
ド
リ
タ
ケ

（仮
称
）、
ク

ロ
ア
ザ
キ
ヒ
ダ
タ
ケ

（仮
称
）
な
ど
の
新
種

も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
同
園
が
国
内
有
数
の

冬
虫
夏
草
類

（
ｐ
ｌ９
）
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と

も
明
ら
か
に
な

っ
た
。

な
ぜ
兼
六
園
に
キ
ノ
コ
が
多
い
の
か
？

ひ
と
つ
は
、
シ
イ
や
カ
シ
な
ど
元
々
そ
こ
に

あ
っ
た
樹
木
に
加
え
て
、
松
や
桜
な
ど
様
々

な
樹
木
を
移
植
し
、
池
水
や
築
山
な
ど
多
様

な
環
境
が
創
ら
れ
た
こ
と
。
も
う
ひ
と

つ

は
、
落
ち
葉
掃
き
な
ど
の
管
理
が
常
に
な
さ

れ
、
菌
根
菌
の
生
育
に
適
し
た
環
境
が
保
た

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

中
に
は
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
類
や
マ
ツ
オ
ウ

ジ
な
ど
、
生
き
て
い
る
老
本
に
も
発
生
し
、

そ
の
死
期
を
早
め
て
し
ま
う
厄
介
者
も
い
る

が
、
大
手
の
キ
ノ
コ
は
天
下
の
名
園
の
維
持

に
役
立

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

時
に
は
キ
ノ
コ
の
視
点
で
禾
六
園
を
散
策

す
る
の
も

一
興
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際

『
米
六

園
と
キ
ノ
コ
た
ち
Ｌ
ｐ
２９
）
は
最
適
な
ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク
に
な
る
。

（
Ｊ

フナの枯本に生えるフナ八リタケ。「かのした」などの方言で呼ばれる

熱帯性とされるオオシロカラカサタケ (撮 影/山下良明)
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林
の
衰
退
↓
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
等
の
被
害
と
い
っ
た

よ
う
に
、
人
と
樹
木
と
キ
ノ
コ
の
間
に
は
密
接
な

関
係
が
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
変
化
は
、
熱
帯
性
の
キ
ノ
コ
の

進
出
で
あ
る
。
近
年
、
カ
キ
ノ
ミ
タ
ケ
（■
）、イ

カ
タ
ケ
（ワ
）、
ヤ
コ
ウ
タ
ケ
（％
）、
オ
オ
シ
ロ
カ

ラ
カ
サ
タ
ケ
（
鶴
）、
ダ
イ
ダ
イ
ガ
サ
（
つ
、
「
）
と

い
っ
た
南
方
系
の
キ
ノ
コ
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
熱
帯
地
方
か
ら
輸

入
す
る
観
葉
植
物
や
バ
ー
ク
堆
肥
な
ど
に
菌
が
混

ざ

っ
て
く
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
熱
帯
性
の
も
の
に
限
ら
ず
、
南
半
球
の
固
有

種
な
ど
も
や
っ
て
く
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
地
球
温
暖
化
の
問
題
が
あ
る
。
環
境

庁
は
温
暖
化
の
指
標
と
考
え
ら
れ
る
生
物
の
ひ
と

つ
と
し
て
オ
オ
シ
ロ
カ
ラ
カ
サ
タ
ケ
を
挙
げ
て
お

り
、
数
年
前
に
同
庁
が
発
行
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
は
、
関
西
地
方
ま
で
北
進
し
た
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
キ
ノ
コ
の
移
動
は
、
直
接

的
に
は
人
為
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
し
て

も
、
北
進
し
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
、

今
後
は
本
県
で
定
着
、
増
加
す
る
の
か
ど
う
か
、

観
察
が
必
要
で
あ
る
。

キ
ノ
コ
の
宝
庫
　
山
地
帯

標
高
五
〇
〇
屑
を
超
え
る
と
、
雑
木
林
の
主
要

な
樹
種
も
コ
ナ
ラ
か
ら
ミ
ズ
ナ
ラ
に
替
わ
る
と
こ

ろ
が
多
く
、
ブ
ナ
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
石

川
県
に
お
け
る
本
来
の
山
地
帯

（ブ
ナ
ク
ラ
ス

域
）
は
、
ブ
ナ
帯
と
も
呼
ば
れ
て
い
て
、
も
う
少

し
低
い
標
高
か
ら

一
六
〇
〇
厨
あ
た
り
ま
で
と
さ

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
主
に
ミ
ズ
ナ
ラ
林
と
ブ
ナ

林
の
キ
ノ
コ
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

ブ
ナ
に
生
え
る
代
表
的
な
キ
ノ
コ
と
い
え
ば
、

ナ
メ
コ
や
ブ
ナ
ハ
リ
タ
ケ

（か
の
し
た
）
、
ム
キ

タ
ケ
な
ど
が
あ
り
、
ミ
ズ
ナ
ラ
に
生
え
る
も
の
に

は
マ
イ
タ
ケ
や
ク
リ
タ
ケ

（も
た
せ
）
な
ど
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
山
村
の
人
た
ち
が
昔
か
ら
採
っ
て

い
る
美
味
な
き
の
こ
で
、
い
ず
れ
も
腐
生
菌

（本

材
腐
朽
菌

・
ｐ
ｌ７
）
で
あ
り
、
老
齢
木
や
風
、
雪

崩
に
よ
る
倒
本
が
広
く
存
在
す
る
地
域
で
は
、
ま

と
ま
っ
て
生
え
る
優
秀
な
食
菌
の
み
を
採
取
対
象

と
す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
菌
根
菌

で
は
、
ブ
ナ
ヌ
メ
リ
ガ
サ
や
ア
ケ
ボ
ノ
サ
ク
ラ
シ

メ
ジ
な
ど
が
ブ
ナ
林
に
特
有
の
種
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
地
域
で
確
認
さ
れ
た
種
類
の
多

く
は
、
実
は
、
里
山
地
域
と
共
通
で
あ
る
。
例
え

ば
、
南
方
系
と
さ
れ
る
ヒ
メ
ベ
ニ
テ
ン
グ
タ
ケ
や

ム
ラ
サ
キ
ヤ
マ
ド
リ
タ
ケ
が
、
冷
温
帯
気
候
の
ブ

ナ
林
か
ら
も
採
取
さ
れ
て
い
る
。
里
山
本
来
の
樹

種
で
あ
る
シ
イ
や
カ
シ
、
雑
木
林
の
主
要
樹
種
で

あ
る
コ
ナ
ラ
や
ア
ベ
マ
キ
な
ど
と
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ブ

ナ
は
同
じ
ブ
ナ
科
の
樹
木
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
キ

ノ
コ
の
分
布
も
連
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ま

だ
、
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。

な
お
、
環
境
庁
の

『植
物
版
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
』

（
一
九
九
七
）
に
記
載
さ
れ
た
キ
ノ
コ
類
の
う

ち
、
本
県
で
は
ム
カ
シ
オ
オ
ミ
ダ
レ
タ
ケ
、
エ
ビ

タ
ケ
、
タ
マ
チ
ョ
レ
イ
タ
ケ

（以
上
、
絶
滅
危
供

Ｉ
類
）
と
ツ
キ
ヨ
タ
ケ
（絶
滅
危
供
Ｈ
類
）
の
四
種

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
前
三
種
は
と
も
か
く
、
ツ
キ

ヨ
タ
ケ
は
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
選
定
に
は
疑
間
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

は
、
自
然
性
の
高
い
ブ
ナ
林
に
発
生
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に
良
好
な
ブ
ナ
林
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
を
勘
案
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

菌
根
菌
の
威
力
？
　
亜
高
山
帯
～
高
山
帯

石
川
県
で
は
、
標
高

一
六
〇
〇
屑
か
ら
二
四
〇

〇
腐
あ
た
り
ま
で
を
亜
高
山
帯
、
そ
れ
よ
り
上
部

を
高
山
帯
と
し
て
い
る
。
代
表
的
な
樹
木
は
、
亜

高
山
帯
で
は
常
緑
針
葉
樹
の
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
や
落

白山の高山帯で発見されたイロガワリキイロ八ツ (仮称 )

９

ι

つ

こ
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多
彩
な
キ
ノ
コ
　
丘
陵
帯

海
岸
か
ら
概
ね
標
高
■
○
○
肩
ま
で
の
、
い
わ

ゆ
る
ＩＩＩ
山
と
呼
ば
れ
る
丘
陵
帯
を
中
心
と
し
た
こ

の
地
域
は
、
古
く
か
ら
人
間
の
様
々
な
活
動
に
よ

り
、
自
然
環
境
の
変
化
が
著
し
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
元
々
の
植
生
は
、
ス
ダ
ジ
イ
や
タ
ブ
ノ
キ
、

カ
シ
類
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹
が
生
え
る
照
葉
樹
林

帯

（ヤ
ブ
ツ
バ
キ
ク
ラ
ス
域
）
が
広
く
占
め
て
い

た
が
、
現
在
は
社
寺
林
な
ど
に
わ
ず
か
に
残
る
だ

け
で
、
平
地
の
大
部
分
は
都
市
や
農
地
に
改
変
さ

れ
、
里
山
地
域
も
ス
ギ
な
ど
の
植
林
地
や

マ
ツ

林
、
雑
本
林
と
呼
ば
れ
る
落
葉
広
葉
樹
の
二
次
林

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

し
か
し
、
人
の
手
が
人
っ
た
雑
本
林
や
樹
木
の

多
い
公
園
な
ど
は
、
菌
根
菌

（
ｐ
ｌ６
）
に
と
っ
て

は
、
む
し
ろ
生
育
に
適
し
た
環
境
と
な
る
。
そ
の

た
め
、
身
近
な
林
で
は
昔
か
ら
き
の
こ
狩
り
が
盛

ん
で
、
ア
カ
マ
ツ
林
で
の
マ
ツ
タ
ケ
や
ア
ミ
タ
ヶ

（し
ば
だ
け
）
を
は
じ
め
、
海
岸
ク
ロ
マ
ツ
林
で

の
シ
ョ
ウ
ロ
や
シ
モ
コ
シ
、
コ
ナ
ラ
な
ど
の
雑
木

林
で
の
サ
ク
ラ
シ
メ
ジ

（
か
っ
ぱ
）
や
ヌ
メ
リ
サ

サ
タ
ケ
な
ど
、
お
な
じ
み
の
き
の
こ
が
並
ぶ
。

こ
の
よ
う
に
、
人
為
の
影
響
を
受
け
た
多
様
な

環
境
を
反
映
し
て
、
こ
の
地
域
の
キ
ノ
コ
相
も
多

彩
で
あ
り
、
種
類
数
は
全
体
の
八
割
以
上
に
お
よ

ぶ
こ
と
が
表
１
か
ら
読
み
と
れ
る
。

ま
た
、
人
為
的
作
用
と
自
然
の
遷
移

（復
元
）

に
よ
る
影
響
を
受
け
て
、
キ
ノ
コ
相
の
変
化
も
他

の
地
域
に
比
べ
て
大
き
い
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
里

山
の
変
貌
で
あ
る
。
燃
料
革
命
以
来
、
里
山
の
雑

木
林
は
放
置
か
、
開
発
か
、
植
林
か
の
い
ず
れ
か

で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
燃
料
と
し
て
の
薪

や
炭
、
肥
料
と
し
て
の
落
ち
葉
な
ど
が
採
集
さ
れ

な
く
な
っ
た
雑
木
林
は
、
常
緑
樹
も
茂
る
暗
い
林

に
な
り
、
上
壌
は
宙
栄
養
化
し
て
く
る
。
こ
の
よ

う
な
変
化
は
、
マ
ツ
タ
ヶ
生
産
量
の
激
減
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
菌
根
菌
の
種
類
の
変
化
と
減

少
、
腐
生
菌
の
増
加
を
も
た
ら
す

（表
２
）
。
つ

ま
り
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
き
の
こ
狩
り
の
対
象

種
の
多
く
が
菌
根
菌
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
生
育

環
境
が
人
為
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
決

し
て
無
縁
で
は
な
く
、
放
置
↓
菌
根
菌
の
減
少
↓

ヌメリササタケ。県内では「ずべたけ」「むらさきのめり」の方言で親

しまれている

表 2  マツ林の環境とキノコ相

９

こ

オ本齢若 オ木齢1士 林齢老

林  相 下層植生、 AO層 (※ )と も貧弱であ

る

下層植生が多 くなりAO層 がやや発達

している

高木の広葉樹が競合 しA・層が発達 し

て土壌が肥沃化している

菌 根 菌

マツ特有種がほとんどである マツ特有種、広葉樹 との共通種が見 ら

れる

マツ特有種はほとんど見られず、広葉樹と

の共通種や広葉権i特有種が見られる

フユヤマタケ、キツネタケ、クロトマ

ヤタケ、スナヂアセタケ、ササタケ、

オウギタケ、ヌメリイグチ、チチアワ

タケ、アミタケ、ハツタケ、 トキイロ

ラッパタケ、ショウロ、コツプタケなど

キシメジ、シモコシ、シロシメジ、マ

ツタケ、マツタケモ ドキ、マツシメジ、

ホンシメジ、ムラサキナギナタタケ、

ホウキタケ、クロハリタケ、チャハリ

タケ、クロカワなど

テングタケ、タマゴタケ、ツルタケ、

ガンタケ、キアプラシメジ、ヌメリサ

サタケ、 ドクベニタケ、チチタケ、ケ

シロハツモ ドキ、クロハツ、キチチタ

ケ、カノシタ、ニンギョウタケなど

腐 生 菌 ほとんど見られない

落葉分解菌が見られる 落葉分解菌が多 く見られる

モリノカレパタケ属、クヌギタケ属、
ハラタケ属など

モリノカレバタケ属など

■A層 =地表の落枝葉とその分解物の層を指す
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石
川
県
の
キ
ノ
コ

１
１
自
然
環
境
と
キ
ノ
コ
相
―

栂
　
典
雅

・
米
山
競

一

石
川
き
の
こ
会

は
じ
め
に

い
っ
た
い
日
本
に
は
、
何
種
類
の
キ
ノ
コ
が
生

育
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
で
最
も
多
く
の

キ
ノ
コ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
図
鑑
は
、
保
育
社
の

『原
色
日
本
新
菌
類
図
鑑
』
で
あ
る
が
、
そ
の
数

は
約
千
種
類
で
あ
り
、
実
際
は
そ
の
数
倍
と
い
わ

れ
て
い
る
。
菌
類
は
、
他
の
動
植
物
に
比
べ
て
、

研
究
が
遅
れ
て
い
る
生
物
群
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

い
えヽ
ス
一。

そ
れ
で
は
、
石
川
県
内
の
キ
ノ
コ
の
種
類
数
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
県
自
然
保
護
課
の
委
託
に
よ

り
石
川
き
の
こ
会
が
実
施
し
た

「自
然
環
境
保
全

計
画
調
査

（キ
ノ
コ
）
」
の
報
告
書

『
石
川
県
の

キ
ノ
コ
』
貧

九
九
九
）
に
は
、
ま
だ
正
式
な
学

名
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
合
め
、
標
本
に

基
づ
く
千
百
五
種
類
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

後
も
新
し
い
種
類
が
次
々
と
見
つ
か
っ
て
い
る
と

い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
石
川
県
の
キ
ノ
コ
相
に

関
す
る
調
査
研
究
は
、
充
分
と
は
言
え
な
い
が
、

比
較
的
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
県
の
キ
ノ
コ
相
を
概
観

よねやま きょういち
1986年生まれ。きのこの分類と分布、植生とのかかわりに興味をもち、きの
こ会の中では山地帯、亜高山・高山帯の調査グループに属し、調査活動に加
わつている。石りきのこ会副会長。

とが のりまさ

1955年 金沢市生まオЪ 子どもの頃のきのこ狩り体験がキノコの世界を知る
きつ力ヽ すに。現在、石川きのこ会I望事。白山高山帯の調査などをj8当。

全
国
的
に
み
て
も
キ
ノ
コ
の
調
査
研
究
が

進
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
石
川
県
で
は
、

そ
の
多
彩
な
キ
ノ
コ
相
が
す
こ
し
ず

つ
明

ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

す
れ
ば
、
本
県
が
日
本
の
中
央
部
に
位
置
し
、
海

岸
か
ら
高
山
帯
ま
で
様
々
な
環
境
を
有
す
る
こ
と

か
ら
、
キ
ノ
コ
も
南
北
両
系
の
も
の
が
混
在
す
る

な
ど
、
多
様
性
に
富
む
こ
と
が
特
徴
の
ひ
と
つ
で

あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

表
１
は
、
本
県
を
大
ま
か
に
二
つ
の
植
生
帯
に

分
け
、
前
に
述
べ
た
千
百
五
種
類
を
標
本
採
取
地

の
植
生
帯
お
よ
び
生
活
型
ご
と
に
区
分
し
た
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
複
数
の
植
生
帯
で
採
取
さ
れ

た
も
の
も
あ
る
た
め
、
各
々
の
合
計
数
は

一
致
し

な
い
。

以
下
、
各
植
生
帯
別
に
キ
ノ
コ
相
の
特
色
や
現

況
を
述
べ
て
み
よ
う
。

シヨウゲンジ。アカマツ林に生える食菌であるが、本県では白山の八イマツ

林で初めて採取され、その後、キタコヨウ林でも見つかつている
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表 1 植生帯別・生活型別キノコ確認種数

植生帯区分

生活型別種類数(96)

菌根菌 腐生菌 寄生菌 言十

丘陵帯

(平地～里山)

371(40.3) 512(55,6) 38(4.1) 921(83.3)

山地帯

(ブナ・ミズナラ林)

187(47.9) 193“ 9.5) 10(2.6) 390(35.3)

亜高山帯～高山帯 83(63.4) 48(36.6) 0(0) 131(H.9)

言十 449(40.6) 610(55.2) 46(4.2) 1,105

* 石川県のキノコ (1999)を 改変

∩
∪

９

こ



◎中村元風(なかむら0がんぶう、陶芸家●日本工芸会正会員)

北国新聞夕刊 「舞台」から

舞台、古久谷のこころを今に    。25のように掲載されたとのことですが、
HPに入ってきた形でご紹介 します。

本文 : 伝統とは古いままを残す ことではなく、創業当時の大切なこころ

を残す ことだと思つている。

九谷焼は三百五十年程前に創始された古九谷をルーツに持つ。私

は十六年前に陶芸を志 した時、古九谷作品を真剣に調べ始めた。美

術館や古美術商に頼んで手に取 らせてもらったことも数えきれない

。しか し見て触るだけではよくわか らなかつた。マラソンも実際に

走ってみないと本当のことがわか らないように、古九谷も、実際に

真似て造つてみないと本当のことがわか らないのだと悟つた。

幸運なことに、私のしつこさに負けたのか、ある大コレクターが

、古九谷百点程を十年近 く貸 してくれた。

私は十年程、それを写す仕事に没頭 した。実際に"本歌"を 目の

前にして写 してみると、それまで見えていなかった様々なものが見

えるようになってきた。古九谷を造つた人々の意図も少しずつ見え

てきた。

真っ白な白磁を求め、端正な形を求めていたことがはつきり見え

てきた。当時の技術の限界の中で、もがき苦しみ、デザインを工夫

して最善の作品に仕上げようとする執念がはつきり伝わつてきた。

私は十年近くにおよぶ、この古九谷を写すという仕事を通じて、

古九谷に始まる九谷焼の伝統とは、その時代の最新の技術を駆使し

て、その時代でなければできない、そして今までにない、よりよい

作品を目指し造り続けることだと知つた。

私が一生の中で、どんな作品を残すことができるのか、私の挑戦

は始まったばかりである。

(加賀市)       JL 国 平成12年 (2000年)5月29

「今九谷J力作80点並ぶの詭
雉
赫神
議わっ鹸
疵

の

「今
九
谷
色
絵
磁
器
展
」

た
。

＝
写
真
＝
が
こ
の
ほ
ど
、
東

中
替

倉

程

、
雇

山
を
題
材
と
し
た
作
品
を
手

掛
け
て
い
る
。
今
回
の
個
展

で
は
地
元
の
自
山
を
は
じ

め
、羊
蹄
山
、大
雪
山
、
丹
沢

大
山
を
描
い
た
新
作
の
大
皿

四
点
が
公
開
さ
れ
た
の
を
は

じ
め
、自
馬
三
山
や
妙
高
山
、

磐
梯
山
、
蔵
王
山
、
鳥
海
山

京

。
日
本
橋
高
島
屋
で
開
か

な
ど
の
小
皿
も
展
示
さ
れ
、

れ
、
自
磁
に
九
谷
の
五
彩
を

来
場
者
は
じ
っ
く
り
と
色
鮮

使

っ
て
絵
付
け
を
施
し
た
今

や
か
な
作
品
を
鑑
賞
し
た
。

カロ賀の中村さんが個暴
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